
平成 29年度第２回学校問題解決サポートセンター講演会実施報告 

 

 

１ 日時  平成 29 年８月２日（水曜日）午後２時 15分から午後４時 45分まで 

 

 

２ 場所  都民ホール 

 

 

３ 参加者数 74名（地域別内訳：区部 31、市部 13、都立学校 28、教育庁２） 

（職層別内訳：校長１、副校長１、副園長１、指導主事等３、主幹教諭 31、 

主任教諭 20、主任養護教諭５、教諭８、養護教諭４） 

 

 

４ 内容 

 (1) 挨拶                              所長 

(2) 講演「保護者への適切な対応」～事例からつかむ対応のヒント～   弁護士 山下 敏雅 氏 

(3) 質疑応答 

 

 

  

５ 講演概要 

  生活指導主任や学年主任等をされている中堅教員の 

方々を対象に、「保護者への適切な対応について」～事 

例からつかむ対応のヒント～と題し、学校問題の未然防 

止及び学校の初期対応能力の向上のため、法的な視点か 

ら、御講演をしていただきました。実際の事例を基に、 

どのように解決していくかについて教えていただきまし 

た。 

 
 
 
６ 学校問題解決サポート事業に対する意見・要望等 

・学校問題に関する弁護士の講演を聞くのが初めてだったので、とても勉強になりました。 
・実際の事例を基にどのように解決していくのかの話を聞くことができ、とても勉強になりました。 
・５Ｗ１Ｈの聞き取りの大切さを改めて実感することができました。 
・教員が気軽に弁護士に相談ができる場があると良いと思いました。 
・講演内容を校内の教員と情報共有し、今後に生かしていきたいです。 
・初期対応と事実確認の大切さを改めて感じました。 
・講演を聞き、自信をもって保護者対応できると思うことができました。 
 
 
 


